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     横せん断型
 様式皿：き裂先端に水平な（Z方向）せん断力による
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図2．3  き裂先端近くの応力場を求める座標
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ここで、vはポアソン比である。
上式のKIは応力拡大係数と呼ばれ、次式で定義される。




























        d乏／dN＝f （ムK）
と表すことができる。Parisはf（△K）として材料定数Cと
皿を用いて、
        d e／d N ＝一 C（AK）m


































    き裂先端が腐食溶解により鈍化して丸みを
   帯びたものとなり、これ、から先はき裂が成長
   しにくくなる。
 ll．くさび作用
    き裂内に腐食性生物が充填されくさび作用
   を起こしき裂の閉ロを妨げ、ムKの値が実質小
   さくなり、き裂の成長を減少させる。
 皿．き裂の分岐
    例えば二方向にき裂が分岐した場合、き裂
   が分岐したことにより、それぞれ二つにAKが
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表3，2 試料の機械的性質
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A ： Notch Depth
B ： Crack Length
2c ： Crack Width・
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Tension 一 To 一 Tension in Sea Water
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図5．6き裂成長速度と応力拡大係数範囲の関係
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   の場合もき裂成長は繰り返し速度の効果を示し、
   き裂成長速度は繰り返し速度の低下と共に加速さ
   れるが、最大の加速率を示した後減速に転じる。
   最大の加速率を示すときの繰り返し速度は、液温
   の低い場合ほど低繰り返し速度域へ移る。
（2） 何れの応力比においても、き裂成長速度の加速
   率が最大値を過ぎ、減少に転ずる低繰り返し速度
   域からさらに繰り返し速度を低下させると、ある
   繰り返し速度からは、もはやき裂の安定成長は認
   められず、き裂成長の抑制・停止現象を示すよう
   になる。
（3） このき裂成長の抑制・停止を示す限界繰り返し
   速度は応力比R＝0．50の方がR＝0．32の場合に比べ高
   く、液温の低下と共に何れの応力比の場合も低繰
   り返し速度側に移る。さらに、限界繰り返し速度
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